On "KOTO-NI" and "MONO-DE" as evaluative modifiers by 高橋 雄一
評価成分を作る「ことに」と「もので」
についての一考察


























































































形容詞：うれしいことに 悲しいことに 不思議なことに 気の
毒なことに
動 詞：驚いたことに 困ったことに 馬鹿げたことに びっく
りしたことに
d）「‐（もの）で」






























































































































































































































順位 ことに 出現数 （参考）もので 出現数
１ おどろいた／驚いた ３２２








１０ こまった／困った ８６ 困った ４








１９ おかしな ２８ おかしな １３
１９ 幸運な ２８
２１ 信じられない ２５
２２ おそろしい ２２ 恐ろしい／怖ろしい ７










順位 もので 出現数 （参考）ことに 出現数
１ 不思議な ７１ ふしぎな／不思議な ２９７
２ 早い ５１
３ おもしろい／面白い １５ おもしろい／面白い １４５
４ おかしな １３ おかしな ２８
５ いった／言った ９
６ さる ９
７ 妙な ８ 妙な １７
７ 勝手な ８ 勝手な １
７ 心得た ８





１５ 困った ４ こまった／困った ８６
１６ 入（い）った ３
１６ むずかしい ３
１８ いい／よい ２ いい
１８ あきれた ２ あきれた ６
１８ ない ２
２１ 奇妙な １ 奇妙な ７
２１ 悲しい １ かなしい／悲しい／哀しい ５８
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